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1. 外直筋麻痔を伴った自民部帯状へルベスの 1例
北沢伸子(教室) 
症例は 48才女子， 390Cの発熱の後，神経痛様疹
痛と共に右側三叉神経第 1枝及び第2枝の領域に限 
部帯状へ7].，ペスの発疹を来し， 第 10病日頃より複 
視が現われた。第25病日頃当科初診，角膜表層の
点状潤濁と角膜後面沈着物あり，定型的な右側外直 
筋麻揮の複像を得た。コルトン点眼，ヂアテルミー
等により約 1ケ月でで、虹彩炎，外直直.筋麻:埠哩共殆んど治 
癒した。 
現在まで，本邦文献に発表された眼部帯状へノ].， ~ 
ス130例の統計的観察を行うと， 眼筋麻揮は 24例
(18.46%)に，虹彩炎は 47例 (36.15%に於て見ら
れた。虹彩炎と眼筋麻埠の合併は 9例 (6.7%)に早
られたが，両者の発生に関しては，相関関係は見ら
れなかった。 
2. 高年者 (40才以上〉に於けるバシヌスの
統計的観察(第 1報〉
海老原堆ー(教室〉
当教室外来患者の 40才以上で，而もバの認めら
れた者のみ 215名， 399眼，に就いて調査した結果
は次の如くである。 
L ト性パ 69.2%，非ト性パ 30.8%であうた。 
2. 年令及び性別では，過去及び現在共トに擢患
せる者に就ては各年令層に亘り女子が多数を占め，
過去，現在共トに関係なき者では男子が優位を占め
ておる。 
3. ノミの程度別では重症パは女子に多い。 
4. 現在及び既往に何等外眼部疾患なく， 而もバ
の認められた者 51眼，全体の 12.8%あった。 
3. 高血圧症患者に於ける眼症状の統計的観察
山野井健二(室教〉 
昭和 31年度千葉大学眼科を訪れた，外来患者総
数 6，295名中高血圧症患者 584名 (9.28%)について
眼底所見を K
た。
1.年令別分布は K-W.分類各度共に 60才前後
が最も多く，若年性高血圧症 (30才未満〉は 34名
千葉大附属病院第 1講堂 
あり。
2. 性別は男患者総数 3270中 336 (10.28%)，女
患者総数3025中 248(8.2%)に高血圧症がみられ，

K-W.分類各度に於て性別の差なし。

3. K-W.分類の各頻度は E度 (57.2%)最高，

次で I 度 (24.8~合)， m度(13.2%)のj顕であった。

4. K-W. 分類工 ~rr 度は最高血圧 180mmHg
附近に多く， m~百度はそれ以上に多い。
5. 最f ∞低氏血圧 10OmmHg前後は K

r度多く， m~IV 度は更に高い者が多い。

6. 屈折状態との関係は遠視を合併するもの約半
数を占めておる。 
4. 緑内障と血糖との関係，殊に間脳機能に
づいて
斎藤博(教窒〉
原発性緑内障患者の血糖につき実験を行った。其
の結果 
1 本症患者 33名の空腹時血糖値は正常人の上限
界に位する。 
2 本症の 12名に葡萄糖二重負荷試験を行い，単
性緑内障 1例，急性炎性緑内障4例計 5例 41.7%に 
Stanb効果陰性を認、めた。之を圧迫試験と比較す
ると房水産生過剰型に見られた。 
3 木症の 10例にイシシュリン試験を行い， 1例
を除き他は総て血糖曲線の異常， 4例は血糖値及び
好酸球共に異常な反応曲線を示した。本試験より本
症に間脳下垂体機能の異常が推定される。 
5. Radon seedにより軽快せる日畏寓腫蕩 
(G liosarcoma)の1例
菊池雄三(教室〉 
Radon seedによる眼宿悪性腫療の治験報告は，

欧米では戦前より見られるが，木邦では殆んど見ら

れないようである。

患者 28才，男子。初診昭和 32年 7月 5目。本年.
を来し， V. D. = 0.1 (n. c.)，V. S. = 1.5 (n. c.)， 
眼球突出度は右 20mm，左 14mm。右眼底には中
心脅に向う放射線状の線条を認め，経過中に軽度の 
s 
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乳頭浮)臣出現， 7月 30日上限簡壁と眼球との間に腫
場の存在を確認す。病理組織学的に Gliosarcoma 
であった。 8月 5日1木 1meの Radonseedを6
本刺入したが， 4週後には眼球突出， 乳頭浮腫消失
し，頭痛並びに眼痛も軽快。 3ヶ月後の現在迄経過
良好で，更に経過観察中である。 
6. 急性春季カタルとトラコーマの合併に
関するー者察
菅原叔子(教室〉
症例は男子 3名，女子 2名であり， 年令は 14才
~30才である。いずれも初期に急性穏胞性結膜炎 
の所見を呈し，同時に激しい急性春季カタルの症状
を伴って居た。結膜擦過標本検査では封入休が見ら 
れ，同時に多数の好酸球が認められた。全例がコル 
トンが奏効し， 1例は 6ヶ月後，他の 1例は 2ヶ月
後に漸次慢性トラコーマの症状に移行した。一方イ也
の 3 例は 1~3 ヶ月の経過をへて定型的慢性春季カ
タノlの症状を呈するに至った。バシヌスは 2例が陽 
性化し， 血清蛋白像では 3例に 7グロプリシの増
加が，叉 2例に血中好酸球の著明な増加がみられた。
春季カタルとトラコーマとの関係の解釈に撞々示唆
される処多く，何れ改めて原著にて発表する。
7. 学童トラコーマ集団治療に於ける再発の
問題
窪田靖夫(教室〉 
学童トラコーマ 52例の集団治療を 4ヶ月間行な 
い 1ヶ年後の遠隔成績に就て検討。ー且治癒叉は軽
快した症例の 38.7%に再発が認められ，特にパンヌ
ス陽性のもの L再発率は 43.7%であった。(詳細は
眼科臨床医報51巻 12号に掲載予定の原著に譲る。〉
8. 教室に於け忍欝積手L~の統計的観察(第 1 報〉
仲田 ー(君津病院〉 
昭和 20年以降 11年間に於ける 105名を観察し
た。
頻度は外来患者の 0.2%を占む。
性別は，男 47例，女 58例， 年令は， 10~50才
に亘っておる。両眼 77，片眼 28例。
原因別では，脳腫場 46例が主位， 鼻性， 腫m以
外の脳疾患が之に次ぐ。尚，脳疾患に因るもの L 
89%は両信1]性。
主訴は，視力障害，霧視，頭痛及び頭重。
他科よりの依頼 27例，中 20例は脳腫主要。
初診時視力 167眼中 39眼は正常。視野は， 周辺
狭窄 16，~化なし 11; 部分的欠損 4。
脳圧，乳頭突出度，視力の各相互関係は不定であ
った。 
9. 教室に於ける 27年閣の眼梅毒の変遷
柿楢米夫(小岩実費〉
昭和 5年より 27年間に亘る千葉大学眼科外来患
者 108，800名中，眼梅毒 2，244名につし、て検討した。
1.頻度は 2.01%。 
2. 性別は，男 1，200名 (53.5%)，女 1，044(46.5 
%)で男の方に梢々多し、。 
3. 年令別にみると 20~29 才が最高， 30~39 才
之に次ぐ。
4. 眼梅毒の年次的安遷は， 昭和 5年 3%，昭和
18年 2%，昭和 23年 3.8%と最高に達し，以後減少
の一途を辿り，昭和 31年 0.7%である。か Lる斐遷
は梅毒の年次的消長と略々一致しておることは興味
深い。
5. 角膜実質炎は昭和 23年，虹彩毛様体炎，眼筋
麻痴，中心性網膜炎，硝子体調濁等の梅毒頻度は昭
和 24.~ 25年を境に減少しており，単性視神経萎縮
は梢々遅れて昭和 28年以降より減少の傾向が目立
っておる。 
10. 慢軸炎の義明について
浜屋潤吉(国立千葉病院〉
軽症慢軸炎並に慢軸炎に於ける陪順応曲線にて
Kohlrausch屈曲類似の屈点をその前後に認め，こ
れが差明を訴うるものに多かった。か Lる事実より
意明の成立機転を次の如く解釈した。
即ち，健常眼でも強々度明順応後に同様な類似屈
点がみられる(飯沼〉処から，涯明を訴えるには網 
膜侵1]に於ける光の高感受状態が考えられる。これは
民応時に於いて，節細胞層，両極細胞層のシナプ)1明
ス結合分離異常が関与する。か Lる分離不全時に，
一神経線維に伝わる光刺激量が増加し， しかもこの
異常が網膜上に広範囲に亘って存在する時に蓋明を
訴えるものと思う。 
11. 興味ある経過をとワた慢性軸性視神経炎
の2伊jに就て
川村純一(教室〉
第 1例は 24才の男子で，有I診時視力両限 0.2(g. 
h.n.)，胆嚢炎があり， 81日間の経過観察中， 4回
の発作を起した。発作は軽度で右心宮部の捧痛を主
とし，発熱寅痘はなく，肝臓も触れなし、。以後数日，
